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１．一般国道１号富士由比バイパスの事業概要

あいちけん とよ はし し とよあけ し

■一般国道１号富士由比バイパスは、静岡県富士市今井から静岡市清水区興津東町に至る延長２１．４ｋｍのバイパスであり、
交通渋滞の緩和、交通安全の確保を目的に計画された道路である。

■現在の平面区間には、主要渋滞箇所（１区間（４箇所））や、事故危険区間（６箇所）などの課題があり、本事業は、課題箇所の
立体化を実施することで、時間短縮等の効果が見込まれる。

ゆ いふ じ しずおか ふ じ いまい しずおか しみず おきつあずまちょう

一般国道１号 富士由比バイパス
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富士由比バイパス

高速道路

一般国道

主要地方道等

ＪＲ新幹線

ＪＲ在来線

私鉄

主要渋滞箇所

主要渋滞区間

事故危険区間

人口集中地区（DID）
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立体化
事業中

完成4車
開通済

富 士 由 比 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

（１）事業目的

写真①

令和２年２月撮影至：名古屋

至：東京

道の駅「富士」(上り)

－ １ －

道の駅「富士」(下り)
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E52

富士立体
延長３．９ｋｍ



－ ２ －

１．一般国道１号富士由比バイパスの事業概要

■富士由比バイパスは、昭和３７年度に事業化し、平成１４年度迄に全線（延長２１．４ｋｍ）で４車線開通（一部平面）しており、平成２５年度に寺尾交

差点の立体化が完成。

ふ じ ゆ い

事業名
一般国道１号

富士由比バイパス

道路規格 第３種第１級

設計速度 ８０ｋｍ/ｈ

車線数 ４車線

都市計画決定
昭和４５年度

平成４年度：富士立体

事業化 昭和３７年度

計画交通量 ５５,４００台／日

用地着手年度 昭和３８年度

工事着手年度 昭和３８年度

延長
（令和２年度末）

２１．４ｋｍ
（開通済１７．５ｋｍ）

前回の再評価
平成２８年度

（指摘事項なし：継続）

全体事業費 ４４５億円（増減なし）

B／C １．６（前回評価時１．６）

てらお

（富士立体区間 整備後）

標 準 断 面 図

一般国道１号 富士由比バイパス 延長２１．４ｋｍ

延長２１．４ｋｍ 全線４車線開通
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富士由比バイパス

高速道路
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IC

立体化
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（２）計画概要

E1A

E1

E1A

E1

寺尾交差点立体
延長１．２ｋｍ

平成25年度完成

3.25m 3.25m 3.25m 3.25m

3.25m4.00m 4.00m3.25m

40m

■寺尾交差点立体完成後
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名
古
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至

東
京

H26.3撮影

寺尾交差点



事業の進捗の見込み状況
■富士市内には日本有数の製紙企業が立地しており、パルプ・紙・紙加工品製造業の製造品出荷額は全国第２位。富士由比バイパスは、富士市

方面から清水港への主要経路を担っており、立体化により更なる物流の効率化が期待できる路線。

■富士市内は大型車混入率が３０％と高い一方で、平面交差点が連続し沿道土地利用も多いため、慢性的な交通渋滞が発生している状況の中、

令和３年２月に平面区間内の宮島東交差点において、下り線の右折レーンの２車線化が完了したところ。

■本区間の立体化については、関連する周辺事業の整備状況や、富士市周辺における将来ネットワークの検討状況を踏まえ、整備を実施。

２．事業の進捗及び見込みの視点

－ ３ －

［現地状況写真①］
蓮沼交差点付近

富士由比バイパスの事業進捗状況

【用地取得率】 【事業進捗率】
約 92％ ⇒ 約 92％ 約 45％ ⇒ 約 45％

（H27年度末 ⇒ R2年度末） （H27年度末 ⇒ R2年度末）

［現地状況写真②］ 宮島東交差点付近

H28.2撮影 R3.2撮影至 東京

至 名古屋

至 東京

至 名古屋

宮島東交差点 宮島東交差点

みやじまひがし

R2.9撮影至 名古屋

蓮沼交差点

至 東京

交通量：H27年度全国道路・街路交通情勢調査

交通量：43,936台/日

大型車混入率：30%

混雑度：1.70

宮島東交差点

蓮沼交差点

平日17時台

富士改良
延長１．６ｋｍ

田子の浦港

＜凡 例＞
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平面区間（※） 立体区間 平面区間

靖国

交差点

宮島東

交差点

蓮沼

交差点

立体区間

早川

交差点

中之浦

交差点

江川

交差点

立体区間
⇒安定した速度サービス

平面区間で
旅行速度低下

平面区間で
旅行速度低下

立体区間
⇒安定した速度サービス

：平面区間主要渋滞箇所：富士由比バイパスIC

＜凡例＞

＜富士由比バイパスにおける旅行速度＞

：平面区間交差点（端点）

※主要な交差箇所はアクセスコントロール済



３．県・政令市への意見聴取結果

■静岡県知事の意見

対応方針（原案）のとおり、事業の継続について、異存ありません。

本事業は、慢性的な交通渋滞の緩和や交通死傷事故の発生件数削減が図られるとともに、物流の効率化などの効果が

期待され、当該地域の発展と安全・安心に寄与する重要な事業です。

本事業の整備効果が早期に発現できるよう、引き続き必要な予算の確保とコスト縮減の徹底に努め、事業を推進するよ

うお願いします。

また、各年度の事業実施に当たっては、引き続き本県と十分な調整をお願いします。

４．対応方針（原案）

■一般国道１号富士由比バイパスの事業を継続する。

－ ４ －


